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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第105期

第３四半期連結
累計期間

第106期
第３四半期連結
累計期間

第105期
第３四半期連結
会計期間

第106期
第３四半期連結
会計期間

第105期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 29,596 27,959 9,817 9,767 38,718

経常利益（百万円） 1,076 1,271 390 592 1,407

四半期（当期）純利益（百万円） 586 854 247 484 757

純資産額（百万円） － － 22,057 22,797 22,150

総資産額（百万円） － － 45,057 43,362 42,797

１株当たり純資産額（円） － － 532.00 549.88 534.24

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
14.15 20.62 5.96 11.68 18.27

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 49.0 52.6 51.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,334 1,870 － － 3,094

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,056 △1,402 － － △1,894

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△339 △611 － － △2,419

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 8,615 7,330 7,471

従業員数（人） － － 1,121 1,156 1,107

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,156(277)

　（注）１．従業員数は就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（パートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含む。）の当第３

四半期連結会計期間の平均雇用人員数であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 772 (191)

　（注）１．従業員数は就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（パートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含む。）の当第３

四半期会計期間の平均雇用人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

メディカル事業部（百万円） 2,968 97.2

テープ事業部（百万円） 5,662 91.9

合計（百万円） 8,630 93.7

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注実績

　当グループは受注生産を行っておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

メディカル事業部（百万円） 2,889 101.0

テープ事業部（百万円） 6,877 98.9

合計（百万円） 9,767 99.5

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

　

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、自動車や家電等の一部業界に回復の兆しが見えるものの本格

的な回復には至らず、経済環境の先行きについては依然として不透明な状況となっております。

　このような経済状況のもと、当グループではメディカル事業部、テープ事業部に設定した「事業フィールド」単位

の事業戦略を基本に、主力製品の販促活動、新製品の上市と育成により売上拡大を図るとともに、製造、仕入、管理等

のコストの徹底的な削減による利益確保に取組みました。その結果、売上高は前第３四半期連結会計期間比0.5％減

の97億６千７百万円と減収となりましたが、経常利益は前第３四半期連結会計期間比51.7％増の５億９千２百万

円、四半期純利益は前第３四半期連結会計期間比96.0％増の４億８千４百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

 

メディカル事業部

（ヘルスケアフィールド）

　当第３四半期連結会計期間のドラッグストアを中心とした大衆薬市場におきましては、発売20周年を迎えた「ロ

イヒつぼ膏※」や素肌タッチの救急絆創膏「ケアリーヴ※」を中心に、ドラッグストアにご来店したお客様に対す

る商品告知や販売促進の取組みを重点的に行いました。ロイヒブランドの新製品として、「ロイヒフェルビ温※」、

「ロイヒつぼ膏※大判」も発売し、ご好評をいただいております。

（医療材フィールド）

　当第３四半期連結会計期間の医療機関向け医薬品市場におきましては、従来より引き続き低刺激、感染予防、安全

性等に注力した取組みを行いました。特に注射や点滴後の止血に特化した製品の分野では、新型インフルエンザの

流行により需要が増加したこともあり、ご好評をいただいております。

　以上の取組みを実施してまいりました結果、ヘルスケアフィールドと医療材フィールドを合わせましたメディカ

ル事業部全体の売上高は、前第３四半期連結会計期間比1.0％増の28億８千９百万円となりました。しかしながら営

業利益は、厳しい経済環境の影響により、前第３四半期連結会計期間比1.5％減の５億８千５百万円となりました。 

テープ事業部

（オフィスホームフィールド）

　当第３四半期連結会計期間の文具事務用品業界におきましては、「セロテープ※」を中心に、新規開拓の取組みを

積極的に行いました。また、長年ご愛顧いただいている両面テープ「ナイスタック※」のキャンペーンを行いご好

評をいただきました。

（工業品フィールド）

　当第３四半期連結会計期間の産業用テープ業界におきましては、一部業界の市況に回復の兆しが見えるなか、「食

品の分野」に注力してユーザーに対する取組みを進めてまいりました。なかでも、コンビニエンスストア等でお弁

当のフタを留めるのにお使いいただいているはがし易い「セロテープ※イージーオープン」は採用も広がり、ご好

評をいただいております。

　以上の取組みを実施してまいりましたが、厳しい経済環境の影響により、オフィスホームフィールドと工業品

フィールドを合わせましたテープ事業部全体の売上高は、前第３四半期連結会計期間比1.1％減の68億７千７百万

円となりました。しかしながら営業利益は、コスト削減施策の効果等により、前第３四半期連結会計期間比36.2％増

の６億８千２百万円となりました。

 

　（注）１．事業の状況（キャッシュ・フローの状況を除く）に記載しております金額には消費税等が含まれてお

りません。

２．※は登録商標を示しております。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前四半期連結会計期

間末に比べ１億７千８千万円（2.4％）減少し、73億３千万円となりました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、２億７千４百万円（前第３四半期連結会計期間においては６千５百万円の使

用）となりました。これは税金等調整前四半期純利益、たな卸資産の減少等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前第３四半期連結会計期間に比べ３億５百万円増加し、４億３千３百万円となり

ました。これは主に有形固定資産の購入等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、２千３百万円（前第３四半期連結会計期間においては１億５千８百万円の獲

得）となりました。これは主にリース債務の返済、前第３四半期連結会計期間における短期借入金の増加等による

ものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者は、安定的な成長を目指し、企業価値の極大化及び株主共同

の利益の拡大に経営資源の集中を図るべきと考えております。

　現時点では、特別な買収防衛策は導入しておりませんが、今後も引き続き社会情勢等の変化を注視しつつ弾力的な

検討を行ってまいります。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億７千８百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当グループを取り巻く経営環境につきましては、引き続き厳しい情勢が続くものと思われます。このような情勢に

機動的に対処すべく、「事業フィールド」単位の事業戦略の遂行により売上拡大と利益確保に、グループを挙げて

取り組んでまいります。その着実な実施によりブランドの維持向上を推進し、経営環境の変化に左右されない収益

構造の強化を、内部統制の拡充と併せ、推進していく所存であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,476,012 41,476,012

㈱東京証券取引所

㈱大阪証券取引所

（各市場第１部）

単元株式数

1,000株

計 41,476,012 41,476,012 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日　
－ 41,476 － 5,451 － 4,186

 

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

 

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

－ －普通株式

　　　　
16,000

完全議決権株式（その他）
普通株式

　　　　
41,400,000 41,400 －

単元未満株式
普通株式

　　　　
 60,012 － －

発行済株式総数 41,476,012－ －

総株主の議決権 － 41,400　 －

　

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ニチバン株式会社　

東京都文京区関口

二丁目３番３号
16,000 － 16,000 0.0

計 － 16,000 － 16,000 0.0

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 317 314 300 327 341 342 328 308 295

最低（円） 276 281 263 296 313 319 307 283 270

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

ニチバン株式会社(E01000)

四半期報告書

 9/24



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あずさ監査法人及び清明監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については、清明監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,437 7,470

受取手形及び売掛金 12,623 11,641

有価証券 505 504

商品及び製品 2,995 3,313

仕掛品 1,326 1,337

原材料及び貯蔵品 1,147 1,081

その他 1,024 863

貸倒引当金 △22 △20

流動資産合計 27,037 26,193

固定資産

有形固定資産 ※1
 11,851

※1
 12,021

無形固定資産 40 66

投資その他の資産 ※2
 4,433

※2
 4,516

固定資産合計 16,325 16,604

資産合計 43,362 42,797

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,112 6,742

1年内返済予定の長期借入金 － 300

未払法人税等 315 246

賞与引当金 504 －

役員賞与引当金 41 44

その他 2,721 3,857

流動負債合計 10,695 11,190

固定負債

長期借入金 2,000 2,000

退職給付引当金 4,520 4,123

役員退職慰労引当金 228 268

長期預り保証金 2,706 2,687

その他 414 377

固定負債合計 9,869 9,457

負債合計 20,565 20,647

EDINET提出書類

ニチバン株式会社(E01000)

四半期報告書

11/24



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,451 5,451

資本剰余金 4,186 4,186

利益剰余金 13,268 12,662

自己株式 △6 △5

株主資本合計 22,901 22,295

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 68 44

為替換算調整勘定 △171 △189

評価・換算差額等合計 △103 △145

純資産合計 22,797 22,150

負債純資産合計 43,362 42,797
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 29,596 27,959

売上原価 21,657 20,141

売上総利益 7,939 7,818

販売費及び一般管理費 ※
 6,870

※
 6,570

営業利益 1,068 1,248

営業外収益

受取利息 20 8

受取配当金 18 7

持分法による投資利益 73 75

その他 40 26

営業外収益合計 152 117

営業外費用

支払利息 78 48

支払手数料 － 31

為替差損 36 1

その他 29 12

営業外費用合計 144 94

経常利益 1,076 1,271

特別利益

固定資産売却益 1 2

受取補償金 30 158

その他 0 －

特別利益合計 32 160

特別損失

たな卸資産評価損 113 －

固定資産除売却損 18 44

その他 0 －

特別損失合計 131 44

税金等調整前四半期純利益 977 1,387

法人税等 390 532

四半期純利益 586 854
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 9,817 9,767

売上原価 7,180 7,005

売上総利益 2,637 2,761

販売費及び一般管理費 ※
 2,237

※
 2,200

営業利益 400 560

営業外収益

受取利息 5 0

受取配当金 11 1

持分法による投資利益 21 37

その他 11 9

営業外収益合計 50 49

営業外費用

支払利息 25 15

為替差損 31 △4

その他 1 5

営業外費用合計 59 17

経常利益 390 592

特別利益

受取補償金 － 158

その他 0 －

特別利益合計 0 158

特別損失

固定資産除売却損 5 16

特別損失合計 5 16

税金等調整前四半期純利益 386 734

法人税等 139 249

四半期純利益 247 484
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 977 1,387

減価償却費 1,128 1,234

退職給付引当金の増減額（△は減少） 436 396

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △78 △39

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △20

有形固定資産除売却損益（△は益） 15 37

受取利息及び受取配当金 △39 △16

支払利息 78 48

売上債権の増減額（△は増加） △351 △981

たな卸資産の増減額（△は増加） △278 263

仕入債務の増減額（△は減少） 179 369

その他 △312 △320

小計 1,751 2,359

利息及び配当金の受取額 39 16

利息の支払額 △83 △55

法人税等の支払額 △373 △448

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,334 1,870

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △303 △412

定期預金の払戻による収入 218 303

有価証券の取得による支出 △39 △1

有価証券の売却による収入 8 －

有形固定資産の取得による支出 △857 △1,388

その他 △83 95

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,056 △1,402

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 860 －

長期借入金の返済による支出 △950 △300

配当金の支払額 △248 △248

その他 △0 △63

財務活動によるキャッシュ・フロー △339 △611

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △74 △140

現金及び現金同等物の期首残高 8,690 7,471

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 8,615

※
 7,330
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

連結の範囲に関する事項の変更 　（会計方針の変更）

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表における子会社及び関連会

社の範囲の決定に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第22号　平成

20年５月13日）を適用しております。

　この変更による影響はありません。　

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し前連結会計年度に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算

定しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

EDINET提出書類

ニチバン株式会社(E01000)

四半期報告書

16/24



　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１.　有形固定資産の減価償却累計額は、35,818百万円

　　　 であります。

※１.　有形固定資産の減価償却累計額は、35,150百万円

　　　 であります。

※２.　投資その他の資産の金額から直接控除している貸

　　　 倒引当金の額は、58百万円であります。

※２.　投資その他の資産の金額から直接控除している貸

　　　 倒引当金の額は、80百万円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び手当 1,697百万円

従業員賞与 613 

退職給付費用 454 

役員退職慰労引当金繰入額 45 

役員賞与引当金繰入額 34 

給料及び手当 1,648百万円

従業員賞与 559 

退職給付費用 468 

役員退職慰労引当金繰入額 19 

役員賞与引当金繰入額 40 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び手当 549百万円

従業員賞与 179 

退職給付費用 151 

役員退職慰労引当金繰入額 13 

役員賞与引当金繰入額 12 

給料及び手当 529百万円

従業員賞与 179 

退職給付費用 155 

役員退職慰労引当金繰入額 3 

役員賞与引当金繰入額 13 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 5,921

有価証券勘定 2,998

預入期間が３か月を超える定期預金 △303

現金及び現金同等物 8,615

 

 （百万円）

現金及び預金勘定 7,437

有価証券勘定 505

預入期間が３か月を超える定期預金 △612

現金及び現金同等物 7,330

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  41,476千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  17千株

 

３．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月29日

定時株主総会
普通株式 248 6  平成21年３月31日 平成21年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
メディカル事
業部
（百万円）

テープ事業部
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 2,861 6,956 9,817 － 9,817

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
12 19 31 (31) －

計 2,873 6,975 9,848 (31) 9,817

営業利益 594 501 1,095 (695) 400

 

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
メディカル事
業部
（百万円）

テープ事業部
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 2,889 6,877 9,767 － 9,767

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
11 11 23 (23) －

計 2,901 6,889 9,791 (23) 9,767

営業利益 585 682 1,268 (707) 560
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
メディカル事
業部
（百万円）

テープ事業部
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 8,934 20,661 29,596 － 29,596

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
34 60 95 (95) －

計 8,969 20,722 29,691 (95) 29,596

営業利益 1,916 1,290 3,206 (2,138) 1,068

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
メディカル事
業部
（百万円）

テープ事業部
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 8,783 19,175 27,959 － 27,959

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
31 49 81 (81) －

計 8,815 19,225 28,040 (81) 27,959

営業利益 1,898 1,501 3,399 (2,151) 1,248

　（注）１．事業区分は、当社の事業戦略単位である事業部（組織）を基本として区分しております。

２．各事業部の主な製品及び商品

(1）メディカル事業部………スピール膏※・ロイヒつぼ膏※・ケアリーヴ※

(2）テープ事業部……………セロテープ※・クラフトテープ・布テープ・ナイスタック※・たばねら※テー

プ
※は登録商標を示しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　　本邦以外の国又は地域に所存する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 549.88円 １株当たり純資産額 534.24円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.15円 １株当たり四半期純利益金額 20.62円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 586 854

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 586 854

期中平均株式数（千株） 41,462 41,460

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.96円 １株当たり四半期純利益金額 11.68円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 247 484

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 247 484

期中平均株式数（千株） 41,461 41,459

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　著しい変動がないため記載を省略しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月13日

ニチバン株式会社

取締役会　御中
 

 あずさ監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 中　里　猛　志　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 春　山　直　輝　　印

 

 清明監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 今　村　　　了　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　間　　　昭　　印

 

　私たち監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチバン株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たち監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たち監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手

続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たち監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチバン株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第1四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　会社と私たち監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月12日

ニチバン株式会社

取締役会　御中
 

 清明監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 今　村　　　了　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　間　　　昭　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチバン株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチバン株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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